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ゼブラフィッシュは，脊椎動物でありながら多
数の個体の飼育が容易である，多産である，胚が
透明で発生過程の観察・操作が容易である，など
の理由により 1980 年代からモデル脊椎動物とし
て研究に用いられてきた。近年は動物愛護の精神
から，哺乳動物モデルの代替としてゼブラフィッ
シュの需要が高まっており，ライフサイエンスの
研究において不可欠なリソースとなっている。

1990 年代半ばまで，ゼブラフィッシュにおい
て遺伝子機能研究に必須なトランスジェニック
フィッシュを作製することが容易ではなかった。
このブレークスルーとなったのが，東島，岡本ら
の GFP を発現するトランスジェニックフィッ
シュ作製の成功 1, 2），川上らのトランスポゾンシ
ステムの開発，遺伝子トラップの成功 3, 4），東
島，川上らの巨大 DNA（BAC）の導入法 5, 6）であ
る。モデル動物において，このような基本的な遺
伝学的方法論をわが国が独自に開発したことは，
他に例をみない。また，神経発生異常の同定を中
心とした突然変異系統や 7, 8），トランスポゾンシ
ステムを利用した遺伝子トラップやエンハンサー
トラップ系統についても 9），大規模なスクリーニ
ングが行われている。

これらの流れを受け，これまでにわが国で多数
のトランスジェニックフィッシュ系統・突然変異

系統が作製されてきた。更に，これらの系統は，
ナ シ ョ ナ ル バ イ オ リ ソ ー ス プ ロ ジ ェ ク ト

（NBRP-Japan, Zebrafish）によって保存され，世
界の研究者に供給され，広く用いられるための体
制が整っている 10）。最近では，CRISPR/CAS9 法
を利用したゲノム編集技術を使って，更に多くの
系統が作製されている 11-15）。

ヒトをはじめとする複数の脊椎動物のゲノム情
報が明らかにされ，ポストゲノム研究として遺伝
子機能を明らかにするためにモデル動物の重要性
が増している。また，がん 16），心臓病 17），神経変
性疾患 18），生活習慣病 19）の克服は現代の課題であ
る。更には，結核や寄生虫症などの様々な感染
症 20-23）は，世界的な視野からみると依然として猛
威を振るっている。これらの疾病に対して，ゼブ
ラフィッシュをモデルとして，発症機序の研究や
それに基づく創薬スクリーニングなどの応用研究
も，さかんに行われるようになってきた。

更に，現代では“心の病”は大きな社会問題に
なってきている。近年の研究によって，ゼブラ
フィッシュをモデル動物として用いて，ヒトを含
む動物と共通する様々な認知行動や社会的行動を
研究することが可能になってきた 24, 25）。多くの精
神疾患には遺伝的素因が関与することが示されて
おり，ヒトの全ゲノム解析から多数の候補遺伝子
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が挙がっている。発症に至るまでの，これら候補
遺伝子同士の多因子の相互作用を明らかにするう
えでも，ゼブラフィッシュは重要な役割を果たす
ことが期待されている 26, 27）。

このように，研究材料としてのゼブラフィッ
シュの有用性が近年ますます注目されている。本
連載によって，これまでゼブラフィッシュを使っ
てこなかった研究者の方々，とりわけヒトの疾患
などと向かい合っておられる研究者の方々に，そ
の有用性を理解していただき，今後より多くの
方々にゼブラフィッシュを研究材料として選択し
ていただくことを願っている。
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